
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
に
要
す
る
経
費
が
多
額
で
あ
る
こ
と
。

市
町
村
の
長
又
は
議
会
の
議
員
に
係
る
特
別
選
挙
等
が
あ
る
た
め
、特
別
の
財
政
需
要
が
あ
る
こ
と
。

そ
の
他
財
政
需
要
又
は
財
政
収
入
が
過
大
又
は
過
少
で
あ
る
こ
と
。

四

次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

四

次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

イ

前
条
第
一
項
第
三
号
の
額
の
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額

イ

前
条
第
一
項
第
三
号
の
額
の
算
定
方
法
に
準
じ
て
算
定
し
た
額

ロ

第
三
条
第
一
項
第
四
号
の
額
か
ら
同
項
第
三
号
の
額
を
控
除
し
た
額（
当
該
額
が
負
数
と
な
る
と
き
は
、

零
と
す
る
。）

ロ

第
三
条
第
一
項
第
四
号
の
額
か
ら
同
項
第
三
号
の
額
を
控
除
し
た
額（
当
該
額
が
負
数
と
な
る
と
き
は
、

零
と
す
る
。）

五

第
三
条
第
一
項
第
五
号
の
額
か
ら
、
同
項
第
三
号
の
額
か
ら
同
項
第
四
号
の
額
を
控
除
し
た
額
（
当
該
額

が
負
数
と
な
る
と
き
は
、
零
と
す
る
。）と
同
項
第
二
号
の
額
の
合
算
額
を
控
除
し
た
額
（
当
該
額
が
負
数
と

な
る
と
き
は
、
零
と
す
る
。）

五

第
三
条
第
一
項
第
五
号
の
額
か
ら
、
同
項
第
三
号
の
額
か
ら
同
項
第
四
号
の
額
を
控
除
し
た
額
（
当
該
額

が
負
数
と
な
る
と
き
は
、
零
と
す
る
。）と
同
項
第
二
号
の
額
の
合
算
額
を
控
除
し
た
額
（
当
該
額
が
負
数
と

な
る
と
き
は
、
零
と
す
る
。）

２

第
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条

第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

条
第
一
項
」
と
、「
各
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
各
市
町
村
」
と
、「
当
該
道
府
県
」
と
あ
る
の
は「
当
該
市
町
村
」

と
、「
当
該
額
の
う
ち
同
項
第
三
号
の
額
を
除
き
、
そ
の
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
額
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

２

第
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条

第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

条
第
一
項
」
と
、「
各
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
各
市
町
村
」
と
、「
当
該
道
府
県
」
と
あ
る
の
は「
当
該
市
町
村
」

と
、「
当
該
額
の
う
ち
同
項
第
三
号
の
額
を
除
き
、
そ
の
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
額
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

３

第
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
算
定
額
の
う
ち
、
当
該
年
度
の
十
二
月
分
の
特
別
交
付

税
の
額
の
算
定
の
基
礎
に
算
入
す
べ
き
額
で
、
当
該
基
礎
に
算
入
し
な
か
つ
た
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
額

を
当
該
年
度
の
三
月
分
の
特
別
交
付
税
の
額
の
算
定
の
基
礎
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
算
定
額
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
第
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
額
に
、
第
三
条

第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
算
定
額
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
第
五
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
額
に
、
第
三
条
第

一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
算
定
額
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
第
五
条
第
一
項
第
二
号
の
額
に
、
第
三
条
第
一
項
第

三
号
に
掲
げ
る
算
定
額
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
第
五
条
第
一
項
第
三
号
の
額
に
、
第
三
条
第
一
項
第
四
号
に

掲
げ
る
算
定
額
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
第
五
条
第
一
項
第
四
号
イ
の
額
に
、
第
三
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ

る
算
定
額
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
第
五
条
第
一
項
第
五
号
の
額
に
含
め
て
こ
れ
ら
の
額
を
算
定
す
る
も
の
と

す
る
。

３

第
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
算
定
額
の
う
ち
、
当
該
年
度
の
十
二
月
分
の
特
別
交
付

税
の
額
の
算
定
の
基
礎
に
算
入
す
べ
き
額
で
、
当
該
基
礎
に
算
入
し
な
か
つ
た
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
額

を
当
該
年
度
の
三
月
分
の
特
別
交
付
税
の
額
の
算
定
の
基
礎
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
算
定
額
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
第
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
額
に
、
第
三
条

第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
算
定
額
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
第
五
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
額
に
、
第
三
条
第

一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
算
定
額
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
第
五
条
第
一
項
第
二
号
の
額
に
、
第
三
条
第
一
項
第

三
号
に
掲
げ
る
算
定
額
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
第
五
条
第
一
項
第
三
号
の
額
に
、
第
三
条
第
一
項
第
四
号
に

掲
げ
る
算
定
額
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
第
五
条
第
一
項
第
四
号
イ
の
額
に
、
第
三
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ

る
算
定
額
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
第
五
条
第
一
項
第
五
号
の
額
に
含
め
て
こ
れ
ら
の
額
を
算
定
す
る
も
の
と

す
る
。

附

則

附

則

（
道
府
県
に
係
る
三
月
分
の
算
定
方
法
の
特
例
）

（
道
府
県
に
係
る
三
月
分
の
算
定
方
法
の
特
例
）

第
六
条

令
和
四
年
度
に
限
り
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
額
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
に
、
次

の
各
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
（
第
三
号
、
第
四
号
、
第
八
号
、
第
十
一
号
、第
十
四
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
、

第
二
十
六
号
、
第
二
十
八
号
、
第
二
十
九
号
、
第
三
十
六
号
及
び
第
三
十
七
号
に
掲
げ
る
額
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
規
定
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
に
、財
政
力
指
数
が
〇
・
八
以
上
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
〇
・
二
を
、〇
・

五
以
上
〇
・
八
未
満
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
三
分
の
七
か
ら
当
該
道
府
県
の
財
政
力
指
数
に
三
分
の
八
を
乗
じ

て
得
た
数
を
控
除
し
て
得
た
数
（
小
数
点
以
下
二
位
未
満
は
、
四
捨
五
入
す
る
。）を
、
〇
・
五
未
満
の
道
府
県

に
あ
つ
て
は
一
・
〇
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。）（
表
示
単
位
は
千
円
と
し
、
表
示
単
位
未
満
の
端

数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。）の
合
算
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。

第
六
条

令
和
三
年
度
に
限
り
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
額
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
に
、
次

の
各
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
（
第
三
号
、
第
四
号
、
第
八
号
、
第
十
一
号
、第
十
四
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
、

第
二
十
五
号
、
第
二
十
七
号
、
第
二
十
八
号
、
第
三
十
四
号
及
び
第
三
十
五
号
に
掲
げ
る
額
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
規
定
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
に
、財
政
力
指
数
が
〇
・
八
以
上
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
〇
・
二
を
、〇
・

五
以
上
〇
・
八
未
満
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
三
分
の
七
か
ら
当
該
道
府
県
の
財
政
力
指
数
に
三
分
の
八
を
乗
じ

て
得
た
数
を
控
除
し
て
得
た
数
（
小
数
点
以
下
二
位
未
満
は
、
四
捨
五
入
す
る
。）を
、
〇
・
五
未
満
の
道
府
県

に
あ
つ
て
は
一
・
〇
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。）（
表
示
単
位
は
千
円
と
し
、
表
示
単
位
未
満
の
端

数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。）の
合
算
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。

一

当
該
年
度
に
お
い
て
普
通
交
付
税
に
関
す
る
省
令
第
二
十
七
条
第
四
号
に
よ
り
過
大
に
係
る
額
と
し
て
算

定
し
た
額
が
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該

超
え
る
額

一

当
該
年
度
に
お
い
て
普
通
交
付
税
に
関
す
る
省
令
第
二
十
七
条
第
四
号
に
よ
り
過
大
に
係
る
額
と
し
て
算

定
し
た
額
が
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該

超
え
る
額

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 
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